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人類がこの世に現れてから総人類が
残した記録データすべてを総合して
も，12エクサバイトのみ (UC)． 

情報量 

2007年から2011年までの間にデジタ
ルデータの量は10倍に増大(IBM)． 

現在，YouTubeには毎分48時間分の
動画，Twitterには1日当たり2億件の
つぶやき，Facebookには毎月75億枚
の写真が投稿されている． 

2011年に生成されたデータは1.8ゼ
タバイト(IDC, EMC)，日本国民が1
日3回のツイートを5万年続ける量． 

2020年までの10年間でデータ量が50
倍．ファイル数は75倍，サーバ台数
は10倍(IDC,EMC)． 

出所：文部科学省 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/08/05083006/002/014.pdf 

3 



Hiroyuki Morikawa |  The University of Tokyo 

「ビッグデータ」 

ソーシャルメディアデータ 
☞ソーシャルメディアにお 
 いて参加者が書き込むプロ 
 フィール，コメント等 

ログデータ 
☞ウェブサーバ等において 
 自動的に生成等されるアク 
 セスログ，エラーログ等 

センサーデータ 
☞GPS，ICカードやRFID等 
 において検知等される位置， 
 乗車履歴，温度，加速度等 

マルチメディアデータ 
☞ウェブ上の配信サイト等に 
 おいて提供等される音声， 
 動画等 

ウェブサイトデータ 
☞ECサイトやブログ等におい 
 て蓄積等される購入履歴， 
 ブログエントリー等 

カスタマーデータ 
☞CRMシステムにおいて管 
 理等されるDM等販促デー 
 タ，会員カードデータ等 

オペレーションデータ 
☞販売管理等の業務システム 
 において生成等されるPOS 
 データ，取引明細データ等 

オフィスデータ 
☞オフィスのPC等において 
 作成等されるオフィス文書， 
 Eメール等 

ビッグデータ 
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☞利用者への定期配信メールの開封率が1.6倍に上昇 
 し，同サイトのページビューが急増  

☞同社の運営サイト「ホットペッパー」について，利 
 用者の利用履歴について１日で分析可能範囲が2週 
 間分から2年間分に拡大  

☞今後，旅行サイト「じゃらん」，中古車サイト「カー 
 センサー」等全てのサイトに同システムを導入予定 

☞保険について，GPS（全地球測位システム）により， 
 事前許諾を得た利用者の過去の行動履歴と現在の位 
 置情報を分析し，普段の生活圏からゴルフ場に到着 
 した場合に，加入案内を携帯電話端末にメール配信 

☞保険加入案内の自動配信により，コストが削減され，  
 保険料も低価格化（器物破損等賠償責任が最大 
 3,000万円，ホールインワンが最大30万円の補償内容 
 で保険料は300円） 

☞運航の安全性と燃費向上の両面から機体の重心が最 
 適な位置になるよう全搭載物の配置を瞬時に割り付け 

☞最新鋭機「B787」について，新たなロードコント 
 ロールシステム(LCS)により，数百人規模の旅客や 
 預け荷物の数，搭載予定の貨物の重量等をネット 
 ワークを通じて瞬時に収集 

☞重量計算等の自動化により，離陸直前まで重心位置 
 のシミュレーションを繰り返し，低燃費の追求が可能 

☞橋を通過する車両の重さを算出することにより，過 
 積載を遠隔監視し，橋への負担や事故につながる車 
 両の走行を防止することも可能 

☞平成24年2月に開通予定の「東京港臨海道路」（東京 
 ゲートブリッジ）について，多数のセンサーにより， 
 橋のひずみや振動を常時検知し，橋の破損状況を 
 データとして把握可能 

［出典：各社ウェブページや新聞記事等を基に作成］ 
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（株）リクルート： ＨＯＴ ＰＥＰＰＥＲ 
（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ/東京海上日動火災保険（株）： 

ワンタイム保険（ゴルファー保険） 

全日本空輸（株）： ボーイング７８７ 
国土交通省関東地方整備局/東京都： 
東京港臨海道路（東京ゲートブリッジ） 
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☞樹木5千本にIDを付与し，日々変化する樹木の育成 
 状況や病害虫の発生状況をクラウド等により管理 

☞みかん栽培について，同果樹園内5カ所に設置した 
 農業センサーにより，気温，湿度，土壌温度・水分， 
 降雨量，日射量等の20種類のデータを収集 

☞みかんの生育と水分吸収，降雨量と害虫発生量等の 
 複数データから相関を分析し，次期生産活動に活用 

☞ 建機について，GPS（全地球測位システム） 等によ 
 り，稼働状況の遠隔監視等のため，位置情報や車両 
 内ネットワークからの情報を収集 

☞基地局エリア毎に所在する携帯電話データ等につい 
 て，非識別化処理，集計処理，秘匿処理を通じて， 
 集団の人数のみをあらわす人口統計情報を数日かけ 
 て作成 

☞人口の地理的分布について，携帯電話ネットワーク 
 により，各基地局のエリア毎に所在する携帯電話を 
 周期的に把握 

☞都市計画等の検討における人口変動調査や，災害時 
 の帰宅困難者の事前対策等，防災計画の検討におけ 
 る帰宅困難者数の推計が期待 

☞一部の基地局には，ライブカメラも設置し，最終的 
 な気象観測ネットワークとしては，気象庁のアメダ 
 スの約1,300カ所（降雨量）の2倍以上の規模 

☞気象情報について，全国約3.000局の携帯電話基地局 
 に設置した，気温，気圧，雨量，風速，二酸化炭素 
 量，紫外線量，感雨等の気象センサーにより，観測 
 情報を収集 

☞サーバ側システムにおいて，車両から送信された 
 データを蓄積し，インターネットを通じて，顧客や販 
 売代理店に提供 

☞自社機器の稼働データにより，建設需要が増大する 
 地域の予測や，顧客におけるリアルタイムの稼働状 
 況の把握による正確な与信確保等に活用 

☞予測，実況確認，修正という天気予報プロセスに， 
 観測データとユーザーの体感情報をフィードバックす 
 ることで，天気予報の精度の飛躍的な向上が期待 

［出典：各社ウェブページや新聞記事等を基に作成］ 
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（株）早和果樹園/富士通（株）/和歌山県： 
有田みかん栽培  

（株）小松製作所（コマツ）： ＫＯＭＴＲＡＸ  

（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ： モバイル空間統計 
ＫＤＤＩ（株）（ａｕ）/（株）ウェザーニュース：  

ソラテナ 
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☞同市内を500フィート（約152メートル）四方のエ 
 リアに区切り，最も犯罪が起きる可能性の高い地域 
 トップ10を警察官に通知 

☞窃盗事件について，余震予測システムをベースとし 
 た犯罪予測システムにより，過去8年分及び日々更 
 新される犯罪データを分析 

☞市民からの呼出が増加する一方で，警察官数が減少 
 する現状におけるより効果的な人員配置や，窃盗 
 事件に対する抑止効果が期待 

☞プラグインハイブリッド車について，いつ，どこま 
 で，どのルートを運転したかに関するデータを収集 
 し分析 

☞予め登録された新生児の平均データから成る基準モ 
 デルと比較し，心肺停止や院内感染などの罹患リス 
 クの存在を伝達 

☞新生児集中治療について，予測分析システムにより， 
 新生児に装着されたセンサーから送られてく るバイ 
 タル・データ（体温，心拍数，血圧値など16種類） 
 をリアルタイムで収集・分析 

☞看護師による直接診断より6～24時間 早く新生児の 
 容態異常が検知可能となり，また，複数患者 の同時 
 観察により院内感染予測等に寄与 

☞数週間かかっていた全会員の利用パターンの作成が 
 13分に短縮され，従来1ヶ月に1回だった不正 検知 
 用パターンの更新が1日に複数回可能となり，精度 
 が向上 

☞クレジットカードの不正検知について，全会員の利 
 用パターンを作成し，カードの利用・取引状況 
 データを分析 

☞例えば，運転手が夜６時にエンジンを始動させる場 
 合の目的地の予測や，交通渋滞等を回避できる最適 
 ルートの提案等が可能    

☞電気自動車専用ゾーンをハイブリッドカーで走行す 
 る場合における電気・ ガソリン利用の適切な切 替 
 え等，燃費効率の向上が期待 

［出典：各社ウェブページや新聞記事等を基に作成］ 
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アメリカ・サンタクルーズ市（カリフォルニア州）： 
犯罪予知 

アメリカ・フォード/グーグル： 
プラグインハイブリッド車  

カナダ・オンタリオ工科大学/アメリカ・ＩＢＭ： 
新生児集中治療（ＮＩＣＵ） 

アメリカ・ビザ： クレジットカード 
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社会基盤としてのICT 
 

－連続－ 
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将来の人口分布の推計 

• 無居住地域の拡大，管理放棄地の増大 

• 2035年までに，現在は人が住んでいる

面積のうち約2割（国土面積の約1割に

相当）が無居住地域化するおそれ 

出典：国土交通省国土審議会長期展望委員会 
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将来のインフラコストの推計 

平成21年度国土交通白書 

道路，港湾，空港，公共賃貸住宅，都市公園，下水道，治水，海岸の8分野 
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アンビエント 
社会基盤研究会 
 
－ビジョンWG 
－都市環境WG 
－農林WG 
－実世界ログWG 
－無線給電WG 
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貨物 

ＥＶ 
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移動 

熱流 

海水 

河川 

水流 
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気温 

湿度 

火災 
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個人配電網 

ガス配管 
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トンネル 

土壌 汚染 

移動 

煙 

地震 

マーケティング 

鉄道 

車両 

津波 

航空 

交通 

医療 

社会インフラ情報 
スタティック＆ダイナミック

データ 

都市空間情報 
スタティックデータ 

 従来：GIS，各種BIM 

都市活動・環境情報 
ダイナミックデータ 

 
・人流 ・交通流 
・物流 ・水流 
・気流など 

ヒト・モノ 
の変化 

 従来：個別把握 

・CO2・炎・煙・洪水  
・気圧などの自然現象， 
 人工現象，など 

環境 
の変化 

・公共 ・民間 管轄・業態 

地理・状態 
・地上/地下 
・屋内/屋外の各種 
 構造物と設備 

 従来：個別把握 

・電力網 ・ガス網 
・上下水道網 
・回線網 

インフラ 
構造・設備 

ライフライン 

気流 

気圧 

・電流 ・ガス流 
・上下水流，など 

騒音 

物流 

環境管理 

行動支援 

インフラ 
エネルギー 

旅客輸送 防災 

時空間 
管理 

都市空間×ICT 

2.5 環境・資源 

■  都市活動の表現には，スタティック＆ダイ
ナミックデータの統合と時空間管理が必須 
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［出典：日立製作所］ 
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農業×ICT 
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• グリーンハウスなどの施設は世界展開 

• ストリームデータを国内に蓄積 

• 生産管理，流通管理，エネルギー管理等で差別化 
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消費   農ファクトリ   流通 
（栽培） （加工） （輸送）／（保管） （小売）／（外食） （種苗） 

環境DB 

生育DB 

消費電力DB 

生産履歴DB（GAP） 

収量・出荷量DB 

労務管理DB 

流通履歴DB 

市場価格DB 

POS DB 

フードログDB（嗜好DB) 

健康DB 

農業クラウド 

生産性向上 
 
・農業を「データ」ビジネス，プラットフォーム 
  ビジネスとして構築（プラントは輸出するが 
  データは国内に） 
・高度なIT制御による生産性向上 

高付加価値（消費者視点） 
 
・おいしさ，ヘルスケア，安全・安心，楽しさ 
・味の見える化，健康 
・GAP 
・輸出・国際競争力 

エネルギーコスト削減による差別化 
 
・統合的エネルギー管理（マイクログリッド， 
   データセンター廃熱利用，再生可能エネ 
   ルギー利用） 
・都市・地域との共生 

マイクログリッドDB 

エネルギー管理DB 

新たな食文化創造 
 
・フードログ 
・ソーシャルとの連携 
・嗜好推薦システム 
・ヘルスケアフード 
  チェーン 

（生産者） 

（流通業者） 

（小売／流通／飲食業者） （エネルギー事業者） 

（温室業者，栽培コンサル） 

アンビエント農業プロジェクト 
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デマンドレスポンス2.0 

AFC付 
発電所 

可変速 
揚水 

送配電 
ネットワーク 

風力 
発電 

太陽光 
発電 

電力会社 

給電指令所 

需要に追随 

「しわ取り」負担を軽減 

自然任せで変動
する出力 

ある程度コントロール
された需要カーブ 

出力制御 監視 
周波数 

電圧 等 

DR2.0 

需要家 

バッテリー 

出力情報 
出力予測 

アンシラリー 
サービス市場 

アンシラリー能力の販売 購入 

アグリゲーター 

制御信号 
インセンティブ 
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☞小型・低コスト加速度センサ 
 

☞高密度地震モニタリング／高層ビルの被害状況把握／ 
  痛みのわかる材料・構造物 
 

☞血圧ロギング：生活習慣病予防／高齢者心臓リハビリ 
 

☞自由行動化ウェアラブル血圧計の臨床応用 
 

☞超短期血圧変動の見える化 

☞周波数利用状況データの収集と見える化 
 

☞数10ドルオーダのスペアナ 
 

☞分散型ストリームデータベース 

☞工場の無線化 
 

☞FA/PA用ネットワーク：周期的通信 
 

☞プリアンブルの削減：送信等化，周波数オフセット 
  補償，シンボル同期 
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地震モニタリング ヘルスモニタリング  

電波の見える化 リアルタイムワイヤレス 
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M2M 

 ストリームデータを収集し利活用することで，農業，都市，環境，流通，資源，医

療等の生産性を高め，新サービス創出に資することができる 

 by 新世代M2Mコンソーシアム 

加速度・振動センサ 

水分・流量センサ 

温度・湿度センサ 

CO2・花粉センサ 

熱量センサ 

濃度・粘度センサ 

圧力センサ 

ひずみセンサ 

光（赤外線）センサ 

磁気センサ 

位置センサ 

画像・映像センサ 

バイオセンサ 

熟度・糖度センサ 

都市計画 

流通 

環境・エネルギー 

農業・酪農・林業 

交通 

機器保全 

構造モニタリング 

資源管理 

防災・災害 

気象・大気観測 

ヘルスケア 

水質・地質観測 

国土保全 

行動モニタリング 

M2M社会基盤プラットフォーム 

  

M2Mデータベース 
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エクスペリエンスとしてのICT 
 

－不連続－ 
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SOLOMO (Social + Location  
+ Mobile)  
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Morikawa Laboratory @ Komaba 
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データを集める 
 

－「場」を作る－ 
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膨大なデータの利活用 

• 国が有する膨大なデータの公開と連携（Gov2.0） 

• データ収集の意義 

» データの量自体が差別化要因 

» 当該データをマッシュアップ可能な形式で公開することで，プラット

フォームビジネスを展開 
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Hiroyuki Morikawa |  The University of Tokyo 

ビッグデータに関する課題 

• 技術開発・標準化 

» データを「取って」「繋いで」「貯めて」「使う」 

» センシング，ネットワーク，マイニング，アクチュエーション 

» 大規模分散システム，リアルタイム分析，機械学習，データベース

，統計学，HCI，可視化，センシング，ネットワーク… 

» データ流通・連携機構，M2M，Linked Data 

» プライバシ等機微データ保護技術 

• ガイドライン 

» 技術開発を後押しするための機微データの取り扱いに関するガイド

ライン 

• 人材 
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